
広報ワーキングの活動
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資料－５
第38回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

2014年12月16日



①広報WG

第36回協議会(平成26年3月18日)以降、WGの会議の開催はありません。

②イベント実行委員会

・イベント前の最終準備で9月10日に実行委員会を開催しました。

・秋イベントは10月4日に現地で観察会を開催しました。

・イベントの終了後には10月30日に反省会を開催しました。

③HP勉強会

・公開から１年経過したため、見やすさの観点でリニューアルしました。また、情報を更新しました。

１．活動報告
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HP勉強会

第5回 平成26年9月10日 9:30～11:00

第6回 平成26年10月30日 9:30～10:30

イベント実行委員会 上尾市文化センター 埼玉大学

第10回 平成26年11月12日

10:00～11:30

第11回 平成26年11月19日

10:00～12:05

平成26年10月4日 10:10～14:40（2部制）

イベント 太郎右衛門現地



２．秋イベントの実施状況

●各自治体の広報誌・HPへの掲載は予定通りに行われました。

１）自治体広報誌・HPへの掲載

桶川市：広報おけがわ 川島町：HP 上尾市：広報あげお
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２．秋イベントの実施状況

●当日は天候も問題無く、予定通り進行しました。

●参加者は計90人でした。（一般40人、埼玉大学学生50人）

●午前・午後の2回開催し、3班に分かれて魚・昆虫・植物の観察を班ごとに順に行いました。各約2時間で終了しました。

●用意したいちじく、キュウリは完売しました。

●散策者がイベントの様子をうかがったり野菜を購入したりされる例もありました。

受付の設営状況 川島実行委員長の挨拶

２）実施状況

浅枝会長の挨拶 オケちゃん（桶川市）

魚の観察状況 昆虫の観察状況 植物の観察状況 4

地元野菜販売



２．秋イベントの実施状況

２）実施状況
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新聞掲載状況

「埼北よみうり」（平成26年10月10日）

「埼玉中央よみうり」（平成26年10月24日）
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項目 内容 対象 金額（円） 備考

助成 助成金 サイサン環境保全基金（普通助成） 386,180 申請額は387,140

参加費 保険代 参加者 90人 1,800

寄付 寄付 有志 500

合計 388,480

①支出

②収入

項目 内容 数量 金額（円） 資金 備考

保険 保険の申込 100 2,300 参加費

備品保管 物置 1 175,824 サイサン助成

観察
拡声器 1 104,200 サイサン助成

ハンズフリー拡声器 3 10,440 サイサン助成 ※事前見積は11,400円

観察用冊子
冊子（A5両面12ページ） 200 51,894 サイサン助成

添付用シール制作 240×3種類 27,022 サイサン助成

観察：魚 観察用小型水槽 10 16,800 サイサン助成

合計 388,480

２．秋イベントの実施状況

３）会計関係

●助成金関係は助成額以内に収まりました。（申請額に対し購入額はマイナス1,000円）

●助成以外では収支0円でした。

※A3のポスター100部は事務局が制作・配布しました。
※上記以外に地元野菜の販売を行いました。



＊参考：H25の秋イベントでの事務局経費

●事務局経費として約80万円がかかり、荒川上流河川事務所からのべ13名が参加しました。
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項目 細目 金額

準備・当日作業 作業費 300,000円

経費（レンタカー等） 90,000円

機器・資材 バス 88,200円

トイレ、音響設備、横断幕、のぼり、腕章 546,000円

消耗品 ハンノキ用名札、参加証明書、アンケート 等 52,000円

自然再生工事施工業者協力 除草2回、通路整備、当日作業 450,000円

合計 － 1,526,200円

【①：事務局経費】

項目 人数

準備・当日作業 25人

【②：準備・当日作業にかかる荒川上流河川事務所のべ人数】

２．秋イベントの実施状況

３）会計関係

項目 細目 金額

準備・当日作業 作業費 300,000円

消耗品 ポスター、アンケート 等 47,000円

自然再生工事施工業者協力 除草2回、通路整備、当日作業 426,000円

合計 － 773,000円

【①：事務局経費】

項目 人数

準備・当日作業 13人

【②：準備・当日作業にかかる荒川上流河川事務所のべ人数】
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①助成金を用いた購入・制作物

２．秋イベントの実施状況

４）購入・制作物

設置箇所

(1)物置

※サイサン環境保全基金の助成を受けた
ことを示す表示をしています。以降の各
物品も同様です。

いつも集合場

所に利用するス

ペース

※これまで物品を保管していた本田航空(株)さんの倉

庫からはすべて移動させました。

これまでの保管状況

移動後
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①助成金を用いた購入・制作物

２．秋イベントの実施状況

４）購入・制作物

(2)拡声器（アンプ、無線マイク2本）

(3)ハンズフリー拡声器（3個）
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①助成金を用いた購入・制作物

２．秋イベントの実施状況

４）購入・制作物

(4)観察用水槽（10個）

(5)観察用冊子（200部）・シール（3種類×240枚）
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②助成金を用いなかった購入・制作物

２．秋イベントの実施状況

４）購入・制作物

③現有・借用等で使用した物品類

内容 物品等 数量 所有者 備考

会場

テント 5

2張：協議会
1張：北村委員
1張：本田航空(株)
1張：古郡建設(株)

机 4 荒川上流

イス 20 北村委員

のぼり 20 協議会

腕章 30 協議会

観察

冊子 記入用クリップペン 200 事務局
昆虫 捕虫網 適数 協議会

魚

たらい 2 協議会
ライフジャケット
（大人用）

25 荒川上流 使用せず

ライフジャケット
（子ども用）

20 岡里委員 使用せず

漁具
（タモ網、カゴ網等）

適数
川島委員
事務局

鳥 フィールドスコープ 適数 事務局 使用せず

その他
救急用品 － 各自
カメラ － 各自

●ポスター（A３版・100枚）



２．秋イベントの実施状況
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●アンケートは15通の返信がありました。結果は以下の通りでした。
・イベントの印象は好評でした。（ほとんどの回答が「とても楽しかった」でした）

・プログラムの希望で多かったのは、昆虫や植物、野鳥の観察でした。

・活動参加希望時期は、夏および平日以外は各季節の休日とも多い結果でした。

１．イベントはどうでしたか？

①とても楽しかった：13人 ②まあまあ楽しかった：2人

③ふつう：0人

④ちょっとつまらなかった：０人 ⑤とてもつまらなかった：０人

２．今後ここで活動に参加するとしたら、

どんなプログラムを希望しますか？（複数回答可）

①昆虫の観察：9人 ②植物の観察：5人 ③野鳥の観察：9人

④植樹：3人 ⑤外来種の駆除・草刈り：4人

⑥ウォーキング：5人 ⑦ゴミ拾い：3人

⑧その他 （調整池の工事状況）

３．今後ここで活動に参加するとしたら、

どんな時期を希望しますか？（複数回答可）

①春休み：5人 ②春の休日：6人

③夏休み：0人 ④夏の休日：1人

⑤秋の休日：8人

⑥冬休み：3人 ⑦冬の休日：3人

⑧平日：0人

⑨その他 （土・日曜日、四季毎の移ろいを知りたい）

【自由回答】

●身近に元の自然に戻そうとする活動があった事を知ることがで
きました。知るためには案内を含むボランティアが必要だと感
じました。

●普段通り過ぎた草花・虫類をあらためて見ることで環境におけ
る生物多様性の重要性を再認識できました。ガイドがとてもわ
かりやすかったです！

●自然環境の維持管理活動について深く広報してください（方法
はむつかしいが）。ゴミの不法投棄が自然・動植物に与える負
荷等！ 無意識(?)にゴミを捨てる者が多すぎます！

●スタッフの方々、大変なご苦労の結果が本日の行事開催によく
表れています。説明を受けて大いに有意義でした。ありがとう。

●催しの最後に、川島町の野菜を使った「豚汁」をふるまってほ
しい。

●ウォーキングコースには、川島町の廣徳寺ほかのお寺や神社も
入れて欲しい。

●家族で楽しく参加させて頂きました。

●楽しみました。

【アンケート結果】 回答者15人

５）アンケート結果



６）反省会議事結果（10月30日実施）

・他の大学生も来たほうが良い。埼玉県内の大学で荒川太郎右衛門地区に近い大学にＰＲすると良い。例えば、立正大学（熊谷キャンパス、
後藤先生）、大東文化大学（東松山校舎）、日本工業大学（宮代町）、東京国際大学（川越市）等があげられる。

・桶川駅には高校・中学校の送迎が来ている。
・東武動物公園の日本工業大学のキャンパスで「低炭素まちづくりフォーラムin埼玉」が開催され、学生が中心になってやっている。こう

した学生も呼び込んだほうが良い。
・チラシを配布して子供にもっときてもらったほうが良い。
・小中学生に本当に来てもらいたいなら、学校の社会見学等の授業に組み込んでもらうと良い。ずっと参加してもらえるようになる。ただ

し、学校にお願いするときには、１年以上かけ、２年後を見据えた話しをしないといけない。
年間計画にいれてもらえたらバスを準備するなどをして、来てもらうようにする。

・芝川第一調節池で、川口市、さいたま市の小学生をよんでイベントを実施し、おじいちゃん、おばあちゃんにこういう場所があるよって
伝えてねと言ったら、翌週には子供と一緒におじいさん、おばあさんが来ていた。
孫が行こうと言えばおじいさん、おばあさんは絶対にくるので、こういうアプローチもある。

・お願いする場合は、学校に話しをし、了解が得られたら教育委員会に話しをしに行くと良い。熱心な先生がいると良い。一度、実施する
と、毎年引き継ぎで実施してもらえるようになる。

・イベントで人を集める方法もあるが、出前講座や、この春実施したように、他のイベントに出向いて広報活動を行う方法もある。
・「かわじま春まつり」の中に、「かわじま輪中の里ウォーキング」がある。これは町を囲む堤防上約３０kmのコースを歩くもので、そ

のコースの中に荒川太郎右衛門地区を入れてもらう方法もある。実行委員でテントを設置して、休憩ポイントとし、生き物展示やチラシ
配布、望遠鏡設置などをすればよい。
参加人数は３００人以上（ＨＰ調べ：１，５００人参加）と多い。中学校の部活単位で参加したりしている。是非実施したほうが良い。

・桶川駅からの駅からハイキングのコースに荒川太郎右衛門地区を加えてはどうか？
１５ｋｍ歩いて文句がでているくらいなので、橋を渡るのは難しい。

・ハイキングのコースに場所さえあれば、テントを設置してアピールできる。
・民俗資料館の庭とか、小学校のグラウンド、石川堀の近くに設置は可能である。
・とおり道でアピールする方法は、人を呼んで集めるよりは効率が良い。
・今年の春に実施した「川島ちびっこ フェスティバル・ 健康福祉まつり」は好評だった。他の２箇所と合わせて継続的に実施したい。ま

た、追加で参加できるものがあれば、参加していきたい。
・ボーイスカウトが延々と歩いている時期がある。他の歩く会や、ウォーキング会を探してアピールしていく方法が良い。なお、これに関

しても２年後を目指して進めて行くことが望ましい。
・東松山市の日本スリーデーマーチ（HP調べ：毎年、8万人を超える人たちが、日本各地から、世界各地から集まるイベントで、オランダ

のフォーデーズマーチに次ぎ、世界で2番目の規模を誇る大会）も候補にしてはどうか。
・岡里委員から熊谷市のイベントへの展示参加の話しもいただいている。

２．秋イベントの実施状況
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３．HPのリニューアル
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１．H25.8の公開から1年が経過したため、見やすさの観点で主に以下の点をリニューアルしました。
①タイトル背景を４季節分作成しました。
②「荒川について」を新たな大項目として設け、流域の地図などを入れました。
③「リンク先」「公式ブログ」は活用性が低いため当面は削除することとしました。（いつでも再開できます。）
④お知らせのカテゴリーを、①更新情報、②協議会の活動、③イベント、④工事関係、に分けました。

（＊その他、細部を微修正しました。）

２．以下の情報を更新しました。
①タイトル背景を「冬季」に変更しました。
②8/29に協議会を開催したことを掲載しました。
③10/4の秋イベントの実施結果を掲載しました。

１．①タイトルを4季節分作成しました。
２．①冬季に変更しました。

＜これまで＞

＜更新後＞

＜今後の更新用＞

春

夏

秋



３．HPのリニューアル
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１．②「荒川について」を新たな大項目として設け、流域の地図
などを入れました。

１．③「リンク先」「公式ブログ」は活用性が低いため当面は削除
することとしました。（いつでも再開できます）

＜これまで＞ ＜更新後＞

削除

追加

「あらまし」から移動

「どこにあるの？」から移動

追加

追加
（「活動について」にリンク）



３．HPのリニューアル
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１．④お知らせのカテゴリーを、①更新情報、②協議会の活動、③イベント、④工事関係、に分けました。

＜これまで＞ ＜更新後＞

追加

カテゴリー分けは無し

①更新情報、②協議会の活動、③イベ
ント、④工事関係、に分けました。



３．HPのリニューアル
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２．②8/29に協議会を開催したことを掲載しました。

＜更新後＞

２．③10/4の秋イベントの実施結果を掲載しました。

＜更新後＞


